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●
父
性
が
規
範
を
与
え
る

　
精
神
分
析
学
で
は
、「
神
と
言
う
定

義
」
は
幼
児
体
験
に
よ
る
「
父
性
」
の

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
言
う
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
医
学
者
フ
ロ

イ
ト
（Sigm

und Freud
）
は
、「
父
が
規

範
を
与
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
科
学
的

に
解
明
し
た
。
人
間
の
心
理
生
活
を
下

意
識
ま
で
掘
り
下
げ
た
フ
ロ
イ
ト
は
、

そ
の
潜
在
意
識
に
は
欲
望
の
領
域
内

に
、
抑
圧
さ
れ
た
性
欲
衝
動（Libido

／

リ
ビ
ド
ー
。
性
的
衝
動
を
発
動
さ
せ
る

力
）
の
働
き
が
あ
る
と
定
義
し
た
。

　
つ
ま
り
幼
児
体
験
に
お
け
る
父
の
イ

メ
ー
ジ
と
、
そ
こ
か
ら
起
こ
る
「
上
位

自
我
」（super-ego

）
は
、
そ
の
心
理
生

活
に
お
い
て
、
良
心
を
中
枢
と
す
る
規

範
を
作
り
、
本
能
の
奔
流
を
制
御
し

て
、
リ
ビ
ド
ー
の
働
き
に
帰
す
る
と
し

た
の
で
あ
る
。

　
人
間
の
深
層
心
理
の
中
に
は
幼
児
体

験
の
記
憶
が
刻
ま
れ
て
い
て
、「
父
」
と

は
、
物
凄
い
力
を
秘
め
た
持
ち
主
で
、

ま
た
何
で
も
知
っ
て
い
る
と
言
う
イ

メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
意
識
が
働
い
て
い
る
と
言
う
の

だ
。

　
し
た
が
っ
て
生
命
が
危
険
に
な
っ
た

り
、
生
活
が
困
窮
し
た
時
に
は
「
助
け

て
く
れ
る
」
存
在
と
な
り
、
全
知
全
能

（om
nipotent

／
完
全
無
欠
の
知
恵
と
才

能
）
の
遍
在
（om

nipresent

／
広
く
行

き
渡
っ
て
い
る
事
の
意
）
的
存
在
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
抽
象
化

し
た
も
の
が
「
神
」
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と

繋
が
っ
た
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
欧
米
や
中
国
で
は
、
父
性
は

規
範
を
与
え
れ
く
れ
る
役
割
を
演
じ
て

来
た
、
と
言
う
事
が
人
間
の
歴
史
か
ら

も
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
父
性
は
「
権
威
の
維

持
」
と
も
解
釈
さ
れ
る
。

　
ま
た
父
性
に
代
わ
っ
て
、
規
範
を
与

え
て
く
れ
る
の
が
カ
リ
ス
マ

（charism
a

／
超
人
間
的
か
つ
非
日
常
的

な
資
質
で
、
英
雄
や
預
言
者
な
ど
に
見

ら
れ
る
も
の
）
的
要
素
を
持
っ
た
人
物

と
な
る
。

　
こ
う
し
た
人
物
は
宗
教
の
教
祖
で
あ

り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
代
表
者
で
あ

り
、
天
才
的
な
政
治
指
導
者
で
あ
る
。

　
喩
（
た
と
）
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、

父
性
の
権
威
が
規
範
を
与
え
る
と
言
う

「
良
心
」
を
教
義
と
し
て
い
る
。
父
性
に

委
ね
る
か
ら
「
天
に
ま
し
ま
す
、
わ
れ

ら
の
父
」
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
一
方
、
か
つ
て
の
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
を
組
織
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
カ
リ

ス
マ
的
に
振
る
舞
う
事
に
よ
っ
て
、
ド

イ
ツ
人
を
熱
狂
的
に
信
奉
さ
せ
た
だ
け

で
な
く
、
絶
対
服
従
す
る
事
に
よ
っ

て
、
こ
の
上
も
な
い
喜
び
を
与
え
る
と

い
う
、
当
時
最
高
の
幸
福
感
を
つ
く
り

出
し
、
全
体
主
義
を
強
調
し
た
こ
と

は
、
歴
史
の
上
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
当
時
の
ド
イ
ツ
は
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
条

約
に
よ
っ
て
、
完
膚
無
き
ま
で
に
叩
き

の
め
さ
れ
、
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
に

よ
っ
て
国
民
生
活
は
窮
地
に
追
い
詰
め

ら
れ
、
大
混
乱
を
来
し
て
い
た
。
そ
し

て
こ
う
し
た
情
況
下
、
ド
イ
ツ
の
経
済

的
な
復
活
は
不
可
能
と
信
じ
ら
れ
、
絶

望
視
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
情
況
下
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
登

場
し
た
。
彼
の
カ
リ
ス
マ
的
に
振
る
舞

う
姿
は
、
多
く
の
ド
イ
ツ
人
を
熱
狂
的

に
さ
せ
、
当
時
の
青
年
層
を
服
従
さ
せ

た
。
こ
れ
こ
そ
が
真
の
意
味
で
の
「
権

威
」
で
あ
り
、「
父
性
」
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
更
に
一
方
、
個
人
崇
拝
を
タ

ブ
ー
視
す
る
共
産
主
義
圏
に
於
て
も
、

カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
原
則
は
必
要
不

可
欠
で
あ
っ
た
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
、
毛
沢
東
、
ホ
ー
・
チ
・

ミ
ン
、
カ
ス
ト
ロ
、
金
日
成
…
…
ら
の

共
産
主
義
圏
に
於
て
も
、
旧
体
制
を
打

破
し
、
新
体
制
を
つ
く
り
上
げ
る
に

は
、
ど
う
し
て
も
新
規
範
を
つ
く
る
必

要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
父
性
に
委
ね

て
、
社
会
の
規
範
を
構
築
す
る
と
言
う

事
は
、
必
要
不
可
欠
な
原
則
な
の
で
あ

る
。

●
父
性
と
社
会
規
範

　「
父
性
な
き
社
会
」
は
何
を
生
む
か
。

　
こ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
日
本
人
は

非
常
に
多
い
。

　
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
第
一
次
世
界

大
戦
終
結
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
父

性
が
失
わ
れ
た
為
に
、
社
会
規
範
の
崩

壊
の
危
機
を
招
い
た
。

　
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
下
の
ド

イ
ツ
で
は
、
父
性
な
き
社
会
が
表
面
化

し
て
、
ま
さ
に
ロ
ー
マ
帝
国
以
来
の
国

家
的
な
破
産
の
危
機
を
迎
え
て
い
た
。

凄
ま
じ
い
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
が
襲

い
、
年
率
一
〇
〇
％
を
超
え
る
物
価
高

で
、
国
内
に
は
大
混
乱
が
襲
っ
て
い

む
ざ
ん

た
。
国
民
生
活
は
無
慙
に
破
壊
さ
れ
る

寸
前
だ
っ
た
。
父
性
な
き
が
故
で
あ

る
。

　
も
と
も
と
父
性
を
社
会
規
範
と
し

て
、
歴
史
を
構
築
し
て
来
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
で
は
、
父
性
の
権
威
が
次
々
に

崩
壊
し
て
い
っ
た
為
、「
父
性
な
き
社

会
」
の
無
規
範
（anom

ie/

人
々
の
日
々

の
行
動
を
秩
序
づ
け
る
共
通
の
価
値
や

道
徳
が
失
わ
れ
て
、
混
乱
が
支
配
的
に

な
っ
た
社
会
の
状
態
）
を
生
ん
だ
。

　
本
来
、
追
従
者
で
あ
る
「
子
供
」
は
、

父
性
の
権
威
で
あ
る
「
父
」
と
同
一
化

（identification

）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
連
帯
」
を
構
築
し
、
そ
の
庇
護
下
に
入

る
。
し
か
し
父
の
権
威
が
な
け
れ
ば
こ

の
連
帯
は
構
築
で
き
な
い
か
ら
、
無
規

範
と
な
り
、
混
乱
の
事
態
が
起
こ
る
。

　
つ
ま
り
社
会
秩
序
の
崩
壊
は
、
無
連

帯
と
無
規
範
か
ら
起
こ
る
の
で
あ
る
。

父
の
存
在
し
な
い
社
会
は
混
乱
状
態
に

陥
っ
て
、
神
経
症
や
精
神
分
裂
病
を
招

く
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的
無
関
心

（apathy

）
を
も
招
く
の
で
あ
る
。
今
日

の
日
本
で
、
政
治
的
無
関
心
を
招
い
て

い
る
の
は
、
父
性
を
失
っ
た
為
で
あ

る
。

　
昨
今
社
会
を
騒
が
せ
て
、
日
常
茶
飯

事
に
な
っ
た
「
親
子
殺
し
」
や
「
家
庭

内
暴
力
」
や
「
校
内
暴
力
」
は
無
規
範

が
招
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
因
の

根
源
に
は
、
今
日
の
日
本
社
会
の
家
長

制
度
の
崩
壊
が
上
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
家
長
制
度
の
崩
壊
は
、「
家
庭

の
欠
陥
」
を
作
り
上
げ
た
。
そ
し
て
こ

う
し
た
欠
陥
家
庭
で
育
っ
た
青
少
年

は
、
つ
い
に
は
親
殺
し
に
至
っ
た
り
、

子
殺
し
に
至
り
、
あ
る
い
は
理
由
な
き

殺
人
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
私
た
ち
多
く
の
日
本
人
は
、
戦
後
民

主
主
義
教
育
下
で
、
平
等
思
想
を
学
ん

だ
が
、「
平
等
」
の
本
当
の
意
味
は
、
教

え
る
が
側
も
、
教
わ
る
側
も
つ
い
に
分

か
ら
ず
仕
舞
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
に
お
け
る
「
平
等
」

も
然
り
で
あ
っ
た
。

　
で
は
日
本
を
除
く
、
民
主
主
義
諸
国

に
お
け
る
「
平
等
」
と
は
、
一
体
な
ん

で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
「
平
等
」
と
は
、
身
分
の
格
差

や
、
貧
富
の
格
差
に
お
い
て
、
自
ら
の

人
権
が
差
別
さ
れ
な
い
事
を
言
う
。

　
ま
た
欧
米
で
は
古
く
か
ら
、
教
育
の

中
で
「
鞭
打
ち
の
制
度
」
を
採
用
し
て
、

こ
れ
は
等
し
く
平
等
で
あ
っ
た
。
王
室

出
身
者
の
子
弟
で
も
、
貧
困
家
庭
の
出

身
者
の
子
弟
で
も
、
同
じ
教
室
に
入
り

そ
こ
で
教
育
を
受
け
る
場
合
、
王
太
子

で
あ
ろ
う
と
も
平
等
に
鞭
打
を
受
け

た
。
王
太
子
に
鞭
を
打
っ
て
も
、
こ
れ

じ
ゆ
う
り
ん

を
柔
躙
と
言
う
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
王
室
出
身
者
で
も
、
教
育
に
お
け
る

鞭
打
は
避
け
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
既
に
教
育
の
中
で
は
、「
平

等
」
が
叫
ば
れ
る
以
前
か
ら
、
し
ご
く

平
等
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
日
本
に
お
け
る
教
育
現
場

の
現
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
果
た
し
て
「
平
等
」
は
あ
る
だ
ろ
う

か
。
今
や
、
体
罰
は
人
権
蹂
躙
と
な
り
、

人
権
と
言
う
二
文
字
が
「
平
等
に
与
え

ら
れ
た
権
利
」
を
崩
壊
さ
せ
て
い
る
で

は
な
い
か
。

　
そ
も
そ
も
人
権
柔
躙
か
否
か
の
、
判

定
基
準
は
教
育
の
中
に
体
罰
を
設
定
す

る
か
否
か
に
掛
か
っ
て
お
り
、
根
本
的

に
は
、
人
権
と
教
育
シ
ス
テ
ム
は
一
切

関
係
な
い
事
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
教
育

の
必
要
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
教
育
の
必
要
に
応
じ
て
、

体
罰
を
採
用
し
た
の
が
「
戸
塚
ヨ
ッ
ト

ス
ク
ー
ル
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
団
体
の

賛
否
は
別
と
し
て
、
事
実
、
親
子
間
で

殺
し
合
い
を
す
る
寸
前
の
家
庭
の
子
供

が
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
に
入
る
事
に
よ
っ

て
、
ピ
タ
リ
と
直
っ
た
。
こ
の
事
実
は

絶
対
に
否
定
し
難
い
。
　（
独
眼
竜
）

イ
オ
ン
ド
大
学
教
授
　
曽
川
和
翁

（
そ
の
三
十
三
）

東
洋
に
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け
る
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国
の
驚
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歴史を工学的に科学する

　
一
九
九
九
年
に
、
現
役
の
人
民
解
放

軍
空
軍
の
上
級
大
佐
が
書
い
た
『
超
限

戦
』（
人
民
解
放
軍
空
軍
の
上
級
大
佐
・

チ
ャ
オ
リ
ヤ
ン

喬
良
）
と
『
国
家
安
全
』（
人
民
解
放
軍

ワ
ン
シ
ャ
ン
ソ
イ

空
軍
の
上
級
大
佐
・
王
湘
穂
）
と
い
う

二
冊
の
本
が
、
世
界
の
軍
事

ア
ナ
リ
ス
ト
の
間
で
注
目
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
喬
良
の
著
し
た
、
ア
メ
リ

カ
を
仮
想
敵
国
と
す
る
『
超

限
戦
』
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
ハ
ッ
カ
ー
の
養
成
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
そ
の

他
の
軍
事
情
報
網
を
撹
乱
す

る
情
報
戦
に
関
す
る
具
体
的

な
戦
術
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。こ
の
書
物
に
よ
る
と
、情

報
撹
乱
と
と
も
に
、
敵
国
の

金
融
シ
ス
テ
ム
を
混
乱
さ
せ

る
「
金
融
戦
」
を
支
柱
と
し

て
、
都
市
破
壊
の
た
め
の
ゲ

リ
ラ
戦
に
よ
る
「
新
テ
ロ

戦
」、敵
国
の
国
民
を
動
揺
さ

せ
る
た
め
の
「
心
理
戦
」、
Ｂ

Ｃ
級
化
学
兵
器
や
細
菌
兵
器

に
よ
る
「
化
学
戦
」、
貿
易
を

制
限
す
る
「
貿
易
戦
」、
外
交
ル
ー
ト
を

通
じ
て
敵
国
を
封
じ
込
め
る
「
外
交

戦
」、
産
油
国
や
鉱
物
資
源
国
に
圧
力

を
掛
け
た
り
、
輸
送
ル
ー
ト
を
封
鎖
す

る
「
資
源
戦
」、
レ
ー
ザ
ー
光
線
な
ど
を

使
っ
た
新
科
学
兵
器
に
よ
る
「
科
学
技

術
戦
」、
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
り
、
進

歩
的
文
化
人
を
洗
脳
媒
体
と
し
て
文
化

そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
「
マ
ス
コ
ミ

戦
」
な
ど
を
克
明
に
上
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
王
湘
穂
の
著
し
た
『
国
家
安

全
』
で
は
、
中
国
共
産
党
の
保
守
派
の

バ
オ
イ
ー
ホ
ー

ス
ン
ビ
ン

長
老
・
薄
一
波
や
宋
平
両
の
両
氏
が
そ

の
書
物
の
序
文
を
書
き
、
中
国
共
産
党

の
永
遠
不
滅
を
謳
い
、
こ
の
両
氏
の
国

家
戦
略
に
し
た
が
っ
て
、
著
者
が
筆
を

進
め
て
い
る
の
が
本
書
の
特
徴
で
あ

る
。

　
こ
れ
に
よ
る
内
容
を
要
約
す
る
と
、

「
一
九
六
四
年
に
、
中
華
人
民
共
和
国

は
国
産
の
原
子
爆
弾
を
以
て
そ
の
核
実

験
に
成
功
し
、
世
界
の
尊
敬
を
集
め
る

核
保
有
大
国
と
な
っ
た
。
そ
の
核
弾
頭

の
保
有
数
は
四
五
〇
発
で
あ
る
。
こ
れ

は
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
に
続
く
、
世
界

第
三
位
で
あ
る
。
核
の
保
有
は
、
強
者

の
証
で
あ
り
、
古
来
よ
り
人
は
強
者
を

尊
敬
す
る
現
実
が
あ
る
。

　
こ
の
強
者
の
威
厳
を
以
て
、
中
国

（
中
華
思
想
）
は
世
界
に
君
臨
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
曾
て
中
国
は
、
そ
の

近
代
史
に
お
い
て
、
日
・
英
・
独
・
仏
・

米
の
諸
外
国
に
侵
略
さ
れ

た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

中
国
人
民
は
、
こ
の
侵
略

の
歴
史
を
忘
れ
て
は
な
ら

ふ
ん
ま
ん

な
い
」
と
憤
懣
の
情
を
綴

り
、
次
に
、
侵
略
の
恨
み

こ
そ
、
覇
者
へ
の
原
動
力

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
原
動
力
を
以

て
、
資
本
主
義
世
界
へ
の

覇
者
転
覆
の
計
画
を
実
行

す
る
と
い
う
こ
と
が
遠
回

し
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
書
は
、
日
本

が
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の

第
一
奴
隷
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
ア
メ
リ
カ
の
傘
の
下

で
擁
護
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
克
明
に
記
さ
れ
て
い

る
。

　「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

を
叩
く
た
め
に
は
、
そ
の

腰
巾
着
で
あ
る
日
本
を
叩
き
、
日
本
列

島
並
び
に
沖
縄
（
こ
の
島
を
日
本
か
ら

切
り
離
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
に
注

目
）
を
解
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
下
資
源
の
殆
ど
な
い
日
本
は
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
枢
を
な
す
石
油
を
中

東
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
そ
し

て
日
本
は
東
シ
ナ
海
を
日
本
の
生
命
線

と
位
置
付
け
て
い
る
。
　
　

父
性
な
き
社
会
規
範


